


大阪府から「太陽光発電所を設置しませんか？」と声がかかった
のをきっかけに、再生可能エネルギーの普及を目的に団体を立
ち上げました。環境問題に関する講座「地球があぶない！」の
開催、温暖化防止だけでなく災害時にも役立つ「じぶん発電所」
の普及に取り組んでいます。この他にも広報誌「SUNSUN通
信」による情報発信も行っております。また、今年から豊中市伊
丹市クリーンランドで発電した電力の一部が両市の公共施設
へ供給されるようになり、エネルギーの地産地消の動きも始
まっています。私たちは、日本国内にある資源を使ってエネル
ギーをつくり、国内にある物で生きていける社会をめざしてい
ます。興味のある方は、ぜひ活動に参加してください。

中市の市民公益活動団体情報に登録いただくと、活動の
PRや団体の自立的発展につなげるためのお試し講座や

イベントを実施することができます。この事業は、市民活動を
始めようと思ったときに課題となる、企画・運営や、開催場所
の確保、広報活動などをトヨカツがフォローしています。

団体のみなさんは、活動の目的や解決したい社会的課題に向
けて、さまざまな内容や手法で取り組まれています。講師による
講義形式や、ワークショップ形式で実際に作品づくりをされる
こともあります。ときに参加者の楽そうな声が響き、ときに熱心
にメモをとられる姿があり、熱い議論が交わされることも！今
回いくつかの団体に取材させてもらったなかでは、つくった作
品を嬉しそうにみせてくださったり、参加後学んだ内容を話し
てくださる参加者の姿がありました。

市民公益活動支援センター［トヨカツ］を利用する団体を紹介します。
サポート事業を実施している団体もありますので、ぜひご一読ください。団体紹介GROUP

市主催の講座で出会ったメンバーが、生きづらさを抱えなが
ら子育てしている親の居場所を作りたいという想いで始まり
ました。まずは、自らのしんどさを手放せる場として、ぴあ（仲
間）の関係で、親どうし互いに語り合い聴き合えるカフェを月
一回実施しています。会のはじめに思いやりルールなどを共
有し、共同体感覚を持って安全に話せるように心がけていま
す。私たちの活動をとおして、誰もが孤立しない社会、安心
して話ができ、思いを受けとめてもらえ、生きづらさを認め
合える温かい社会になればと思います。

生きづらさ、しんどさはすぐに解決することはできませんが、
『話す』⇒『離す』⇒『手放す』ために、ひと時ごいっしょしま
せんか。お茶でも飲みながら・・・♡

特定非営利活動法人

豊中市民エネルギーの会 
市民活動サポート事業
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豊

団体の
データベースは
こちらから

毎日のように実施される市民活動サポート事業は、
日々のトヨカツを彩っています。今後のサポート事業
の予定につきましては、市民公益活動支援センター
ホームページや各種SNSにてお知らせしています。団
体の皆さんの活動を広める場として、また、ご参加い
ただく市民のみなさんには新たな学びや出会いにつ
ながる場として、これからもご利用・ご参加いただけ
ればと思います。

にスタッフ 聞いてみた お題: 雨の日の過ごし方

ゲームをしながら本を読む雨の音を聞きながら、二度寝する。鈴木

キッチンにこもっているかも。ちょっと手の込んだお料理とか
保存食作ったり、気が向けば、換気扇、お風呂場の掃除したり‥

嵯峨

音楽聴きながら一日中塗り絵してました‥
何もしたくない、考えたくない時に、こういう過ごし方をします。

野邊

いつもよりゆっくり起きて、近所のレストランでひとりランチ冨安

小池

お気に入りの傘をさして「歩くこと」を楽しむ上村

森島スマホ片手にだらだら＆ペットのインコと遊ぶ。
（気が向いたら）部屋の片づけ‥

ひたすらだらだらしながら、
雨が上がったらやることを考える。

大坂

親のぴあカフェ dan-dan
だ ん　　　      だ ん


